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フ
ォ
ー
ラ
ム
の
ス
タ
ー
ト
は
、
今

回
の
テ
ー
マ「
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）」

に
ち
な
み
、
中
貝
市
長
に
よ
る
プ

レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョン「
豊
岡
の
挑
戦
〜

Local&
Global

〜
」。
か
つ
て
豊
岡

の
空
を
舞
って
い
た
コ
ウ
ノ
ト
リ
の
野

生
復
帰
、
城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン

タ
ー
の
設
立
や
、
近
畿
最
古
の
芝

居
小
屋
出
石
永
楽
館
の
復
原
、
豊

岡
固
有
の
資
源
を
生
か
し
た「
観

光
と
演
劇
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」に

つい
て
紹
介
。
さ
ら
に
担
い
手
を
育

成
す
る
専
門
職
大
学
設
置
の
こ
と

な
ど
、
現
在
、
豊
岡
市
が
挑
戦
し

クローズアップ豊岡

▲コーディネーターの神長幹雄さんとゲストの市毛良枝さん

▲パネルディスカッション ▲基調講演者の山極壽一さん

て
い
る
こ
と
に
触
れ「
小
さ
な
世
界

都
市
」を
旗
印
に
、
さ
ま
ざ
ま
な

挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）を
実
践
し
て
い

る
こ
と
を
ア
ピ
ー
ル
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン「
挑
戦
し
続
け
る
こ
こ
ろ
」

で
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
射
撃
選

手
の
田た

口ぐ
ち

亜あ

希き

さ
ん
、
日
本
人
女

性
と
し
て
Ｋ
2
に
初
登
頂
し
植
村

直
己
冒
険
賞
を
受
賞
、
現
在
は
シ

リ
ア
難
民
の
取
材
を
続
け
る
フ
ォ

ト
グ
ラ
フ
ァ
ー
の
小こ

松ま
つ

由ゆ

佳か

さ
ん
、

作
家
で
探
検
家
の
角か
く

幡は
た

唯ゆ
う

介す
け

さ
ん
、

そ
し
て
山
極
さ
ん
も
参
加
し
ま
し

た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
分
野
に
つ
い
て
、

さ
ま
ざ
ま
な
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

を
語
り
ま
し
た
。

豊
岡
の
挑
戦

　

続
い
て「
人
類
を
進
化
さ
せ
た

冒
険
の
精
神
」と
題
し
て
、
京
都

大
学
総
長
で
ゴ
リ
ラ
研
究
の
第
一

人
者
の
山や
ま

極ぎ
わ

壽じ
ゅ

一い
ち

さ
ん
に
よ
る
基

調
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。
山
極
さ

ん
は
植
村
直
己
冒
険
賞
選
考
委
員

の
一
人
で
、
人
類
が
進
化
す
る
過

程
と
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）の
関
係

性
に
つ
い
て
講
演
し
ま
し
た
。

基
調
講
演
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ

ッ
シ
ョ
ン

　

最
後
は
植
村
直
己
冒
険
館
オ
リ

ジ
ナ
ル
書
籍「
植
村
直
己
さ
ん
が

イ
ノ
チ
を
か
け
て
つ
か
ん
だ
コ
ト

バ
」で
イ
ラ
ス
ト
を
描
い
た
イ
ラ

ス
ト
レ
ー
タ
ー
黒く
ろ

田だ

征せ
い

太た

郎ろ
う

さ
ん

が
登
場
。
会
場
に
向
け
て「
皆
さ

ん
の
話
を
聞
い
て
俺
も
チ
ャ
レ
ン

ジ
ャ
ー
や
な
と
思
い
ま
し
た
。
お

お
き
に
！
」と
元
気
な
メ
ッ
セ
ー

ジ
で
幕
を
降
ろ
し
ま
し
た
。

　

本
市
は
引
き
続
き
、
あ
ら
ゆ
る

挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）を
応
援
し
続

け
ま
す
。

閉
幕
の
メ
ッ
セ
ー
ジ

テ
ー
マ
は
挑
戦（
チ
ャ
レ
ン
ジ
）

2
0
1
9
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム
開
催

　

世
界
初
の
五
大
陸
最
高
峰
登
頂
や
北
極
点
犬
ゾ
リ
単
独
行
な
ど
、
厳
し
い
自
然
と
向
き
合
い
な
が
ら
も
そ
の

困
難
に
挑
戦
し
続
け
た
植
村
直
己
さ
ん
の
精
神
を
語
り
、
冒
険
文
化
を
考
え
る
日
本
冒
険
フ
ォ
ー
ラ
ム
を
植
村

さ
ん
の
母
校
、
明
治
大
学
で
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
全
国
各
地
か
ら
約
８
０
０
人
が
来
場
し
、
冒
険
を
通
じ
て「
一
回
限
り
の
人
生
」「
限
ら
れ
た
命
」を
輝

か
せ
る
こ
と
の
大
切
さ
を
考
え
ま
し
た
。

《
問
合
せ
》
植
村
直
己
冒
険
館
☎
44

－

１
５
１
５
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自分たちの足で地域の声を集めて回る (コミュニティたけの )
コミュニティたけの懇談会
　コミュニティたけのでは、地域コミュニティ組織につい
て知ってもらうこと、地域の声を今後のコミュニティの事
業に反映させていくことを目的に｢コミュニティたけの懇談
会｣を開催しています。
　11月21日に開催した西町区での懇談会では｢コミュニティ
の話を聞き、自分たちで行動していかなければならないと
感じた｣｢竹野地区が将来もずっと残っていくように、皆で
考えて行動しよう。コミュニティをフル活用していこう｣な
ど竹野地区のこれからを見据えた意見が出ました。

地域の声から始まったカフェ
　６月にオープンした｢やませみカフェ｣は昨年度の懇談会
で出た｢年齢や立場の違う人々が顔を合わせる機会を作って
ほしい｣という声から始まった取組みです。多世代が交流で
きる場として月１回の開催日には多くの人でにぎわってい
ます。
　同会長の小

こ
高
たか
與
よ
志
し
美
み
さんは｢懇談会を通して課題の可視化

と意識づけの機会の大切さを感じた。地区の住人一人一人
が当事者意識を持って地域課題に向き合い、行動に移せる
地区を目指していきたい｣と語りました。

 ▲懇談会の様子

 ▲やませみカフェ

危機感を持つ、でも将来像は明るく（コミュニティ三方）
みかたデザイン会議
　コミュニティ三方では、将来にわたって地域を維持して
いくために農業・福祉・防災などテーマを決め、役員を中
心に意見交換会「みかたデザイン会議」を開催しています。

地域の将来を皆で考えるために
　会議では｢今後、少子高齢化、人口減少が予想以上に急激
に進んでいく危機感を地区住民が共有する必要がある｣とい
う意見が出ました。これを受けて、11月３日に開催した｢み
かた祭り｣で地区人口や小・中学校の児童数の推移をパネル
展示したところ、住民からは｢こんなにも子どもたちが減る
のか｣と驚きの声も聞かれました。
　同会長の中

なか
西
にし
正
まさ
博
ひろ
さんは｢将来の地区の状況は厳しいが、

暗いイメージは持っていない。豊かではなくても明るく、
楽しい生活ができる地区をめざしていきたい｣と前向きに将
来像を語りました。
　今後は、全戸アンケートを実施するなど、より多くの地
域の声を聞きながら具体的な取組みを進めていきます。

 ▲会議の様子

 ▲展示されたパネル

将来を見据えた地域づくり
地域コミュニティの取組みを紹介します

《問合せ》コミュニティ政策課☎21-9020
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